
CIC指導のポイントと作業療法士の役割（第 3弾） 

～自己導尿時の姿勢・肢位について～ 
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平成リハビリテーション専門学校 認定作業療法士 細川 雄平 

 

皆さん、こんにちは！！ 平成リハビリテーション専門学校の細川雄平と申します。 

前回に引き続き、CIC指導のポイントと作業療法士の役割（第 3弾）と題して、自己導尿時の姿勢・肢位につ

いて紹介したいと思います。今回は車椅子座位での姿勢・肢位について考えてみました。 

＜自己導尿時の姿勢・肢位について＞ 

1．骨盤の肢位について（矢状面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2．車椅子座位での姿勢・肢位について（前額面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子座位での姿勢・肢位については、折りたたんだフットプレートに足部を乗せることで股関節屈曲・外転肢位

を取りやすくなります（図 2）。困難な場合は、ベッド上に両足部を乗せることで股関節を屈曲・外転・外旋肢位を取

りやすくなり、尿道口を確認しやすくなります（図 3）。参考になれば幸いです。よろしくお願い致します。 

 

図 1 良姿勢とは、本来骨盤を起こした状態を

言いますが、自己導尿においては、右上

の図のように骨盤を後傾した円背姿勢

がカテーテル操作の効率性が向上しま

す（図 1）。 

その理由として、尿道口が確認しやすく

カテーテル操作しやすくなることが挙

げられます。 
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